
(57)【要約】

　　【課題】　　　隣り合って配置される車両カバーの

境界における隙間の形成を防止し、外観を向上すること

。

　　【解決手段】　フロントカバー１およびアンダーカ

バー１２の境界付近においては、外側斜面部１ｂおよび

外側斜面部１２ａが重なっているとともに、内側斜面部

１ｆおよび内側斜面部１２ｃが重なっている。また、フ

ロントカバー１は、ボルト孔１ｄを前方から後方へ貫通

するボルトによって固定されている。このため、内側斜

面部１２ｃの上部が内側斜面部１ｆの下部によって後方

へ押圧され、フロントカバー１とアンダーカバー１２と

の前後方向の位置が固定され、重なった部分に前後方向

の隙間が生じることがない。また、フロントカバー１と

アンダーカバー１２とが重なっているため、これらの車

両カバー成型時に寸法の誤差が生じたとしても、この誤

差を重なった部分で吸収することができる。

　【選択図】　　　図３

JP 2006-56288 A 2006.3.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １ の カ バ ー 部 材 と 、
　 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 し 、 こ の 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る よ う に
配 置 さ れ る 第 ２ の カ バ ー 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と が 重 な っ た 部 分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部
材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 の 重 ね 方 向 に 止 着 す る 止 着 部 材 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 自 動 二 輪 車 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 は 、
　 車 幅 方 向 に 対 し て 垂 直 な 稜 線 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、
　 車 幅 方 向 に 対 し て 垂 直 な 稜 線 を 有 し 、 こ の 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る
よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 止 着 部 材 は 、
　 前 記 稜 線 よ り 車 幅 方 向 内 方 で 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と を 止 着 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 二 輪 車 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 は 、
　 上 下 方 向 に 延 び る ２ 本 の 稜 線 を 車 幅 方 向 両 端 に 有 し 、 前 記 ２ 本 の 稜 線 が 自 動 二 輪 車 の 前
輪 後 部 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 下 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の ２ 本 の 稜 線 に 重 な る
２ 本 の 稜 線 の 間 に 前 記 前 輪 後 部 を 覆 っ て 後 方 へ 湾 曲 す る 湾 曲 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 自 動 二 輪 車 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 は 、
　 前 記 重 ね 方 向 に 突 出 す る 突 起 部 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、
　 前 記 突 起 部 を 前 記 重 ね 方 向 と は 異 な る 方 向 に 係 止 さ せ る 被 係 止 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 二 輪 車 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 は 、
　 前 記 重 ね 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 突 起 部 を 含 み 、
　 前 記 被 係 止 部 は 、
　 前 記 複 数 の 突 起 部 の う ち ２ つ の 突 起 部 を 互 い に 異 な る 方 向 に 係 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 自 動 二 輪 車 。
【 請 求 項 ６ 】
　 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １ の カ バ ー 部 材 を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 ２ の カ バ ー 部 材 を 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線
と 重 な る よ う に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と が 重 な っ た 部 分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部
材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 の 重 ね 方 向 に 止 着 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 車 両 カ バ ー 取 付 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 二 輪 車 お よ び 車 両 カ バ ー 取 付 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 一 般 に 、 自 動 二 輪 車 な ど の 車 体 の フ レ ー ム を 覆 う 車 両 カ バ ー は 、 複 数 に 分 割 さ れ て お り
、 そ れ ぞ れ 例 え ば ボ ル ト な ど に よ っ て フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 車 両 カ バ ー を 複
数 に 分 割 す る こ と に よ り 、 車 体 の 組 立 性 が 向 上 す る と と も に 、 設 計 の 自 由 度 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 自 動 二 輪 車 で は 、 運 転 者 の 脚 を 覆 う レ ッ グ シ ー ル ド を 前
側 部 材 と 後 側 部 材 と に 分 割 し て 形 成 し 、 さ ら に 、 前 側 部 材 の 下 方 か ら 後 方 に 延 び る ア ン ダ
ー カ バ ー を 配 設 し て い る 。 こ の ア ン ダ ー カ バ ー は 、 前 輪 の 後 方 に 位 置 す る こ と に な り 、 走
行 中 に 前 輪 に よ っ て 跳 ね 上 げ ら れ る 泥 や 水 が 運 転 者 に 当 た る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 車 両 カ バ ー を 複 数 に 分 割 し た 場 合 、 隣 接 す る 車 両 カ バ ー の 境 界 付 近 が 、 連 続
し た 平 面 と な る よ う に 並 べ て 配 置 さ れ る か 、 ま た は 、 互 い に 所 定 の 角 度 を な す よ う に 配 置
さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 上 述 の 特 許 文 献 １ に お い て は 、 レ ッ グ シ ー ル ド の 前 側 部 材 と ア
ン ダ ー カ バ ー と は 境 界 付 近 が 連 続 し た 平 面 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ 、 レ ッ グ シ ー ル ド の
前 側 部 材 と 後 側 部 材 と は 境 界 付 近 が 所 定 の 角 度 を な す よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ３ ４ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 車 両 カ バ ー は 例 え ば Ｐ Ｐ （ PolyPropylene： ポ リ プ ロ ピ レ ン ） な ど の 樹
脂 を 材 料 と し て お り 、 成 型 時 に 寸 法 の 誤 差 が 生 じ る こ と が 多 い 。 そ し て 、 誤 差 が 生 じ る と
、 隣 接 す る 車 両 カ バ ー の 境 界 に 隙 間 が 形 成 さ れ て 、 外 観 が 損 ね ら れ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 レ ッ グ シ ー ル ド の 前 側 部 材 と ア ン ダ ー カ バ ー と の 境 界 に 隙 間 が 生 じ た 場 合 は 、 外
観 を 損 ね る の み で は な く 、 前 輪 に よ っ て 跳 ね 上 げ ら れ た 小 径 の 異 物 な ど が 車 両 カ バ ー 内 部
に 進 入 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境
界 に お け る 隙 間 の 形 成 を 防 止 し 、 外 観 を 向 上 す る こ と が で き る 自 動 二 輪 車 お よ び 車 両 カ バ
ー 取 付 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １ の カ バ ー 部 材 と 、 カ バ
ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 し 、 こ の 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る よ う に 配 置 さ
れ る 第 ２ の カ バ ー 部 材 と 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と が 重 な っ た 部
分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 の 重 ね 方 向 に 止 着 す る 止 着 部 材 と 、 を
有 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 カ バ ー 取 付 方 法 は 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １ の カ バ ー 部 材
を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 ２ の カ バ ー 部 材 を 稜 線 が 前 記 第
１ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る よ う に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記
第 ２ の カ バ ー 部 材 と が 重 な っ た 部 分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 の 重
ね 方 向 に 止 着 す る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 に 形 成 さ れ た 稜 線 が 重 な る よ う に 配 置 し 、 カ バ ー 部 材 を
重 ね た 方 向 に 止 着 す る た め 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 が 重 な る こ と に よ っ て 隙 間 が 生 じ な い と と
も に 、 重 ね 方 向 に も 隙 間 が 生 じ ず 、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境 界 に お け る 隙 間
の 形 成 を 防 止 し 、 外 観 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境 界 に お け る 隙 間 の 形 成 を 防 止 し
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、 外 観 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 骨 子 は 、 カ バ ー 面 の 形 状 が 非 連 続 に 屈 曲 す る 稜 線 を 有 す る ２ つ の 車 両 カ バ ー の
端 部 を 、 各 車 両 カ バ ー の 稜 線 が 一 致 す る よ う に 重 ね 、 重 ね た 方 向 に ２ つ の 車 両 カ バ ー を 止
着 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 自 動 二 輪 車 の 側 面 図 で あ る 。 同 図 に お い て は 、 紙
面 向 か っ て 左 が 前 方 で あ り 、 右 が 後 方 で あ る 。 図 １ に お い て 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 上 部 に
設 け ら れ た 孔 か ら は ラ イ ト ２ が 膨 出 形 成 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル ３ は 、 図 示 し な い ス テ ア リ
ン グ 軸 を 介 し て フ ロ ン ト フ ォ ー ク ４ に 接 続 さ れ て お り 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク ４ の 下 端 に は 、
前 輪 ５ が 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ナ ー パ ネ ル ６ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ を ボ ル ト 止 め 固 定 し て お り 、 イ ン ナ ー パ ネ ル ６
の 後 方 に は 中 央 カ バ ー ７ が 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 、 中 央 カ バ ー ７ の 下 方 に は 下 部 カ バ ー ８
が 取 り 付 け ら れ 、 中 央 カ バ ー ７ の 後 方 に は サ イ ド カ バ ー １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 中 央
カ バ ー ７ お よ び サ イ ド カ バ ー １ ０ の 上 方 に は シ ー ト ９ が 配 設 さ れ て い る 。 サ イ ド カ バ ー １
０ に 囲 ま れ る シ ー ト ９ の 真 下 の 空 間 に は 、 ヘ ル メ ッ ト な ど を 収 納 可 能 な ボ ッ ク ス が 設 け ら
れ て い る 。 そ し て 、 下 部 カ バ ー ８ の 下 方 に は 、 フ ー ト レ ス ト １ １ が 車 幅 方 向 （ 図 中 奥 － 手
前 方 向 ） に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ 、 フ ー ト レ ス ト １ １ の 下 方 を ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ が 覆
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ と フ ロ ン ト カ バ ー １ と は 前 輪 ５ の 後 方 で 隣 接 し て お り 、 後 述 す る よ
う に 、 互 い に 隣 接 す る 端 部 の 車 幅 方 向 両 側 に は 上 下 方 向 に 延 び る 稜 線 が 形 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ と フ ロ ン ト カ バ ー １ と は 、 端 部 に お い て 稜 線 が 重 な る よ う に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び サ イ ド カ バ ー １ ０ な ど は 、 車 両 の 外 観 を 良 く す る た め に 、 例 え
ば 塗 装 可 能 な Ａ Ｂ Ｓ （ Acrylonitorile-Butadiene-Styrene： ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ
ン ・ ス チ レ ン ） 樹 脂 な ど を 材 料 と し て い る 。 ま た 、 イ ン ナ ー パ ネ ル ６ お よ び ア ン ダ ー カ バ
ー １ ２ な ど は 、 一 定 の 強 度 を 得 る た め に 、 例 え ば Ｐ Ｐ 樹 脂 な ど を 材 料 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の フ ロ ン ト カ バ ー １ 、 イ ン ナ ー パ ネ ル ６ 、 中 央 カ バ ー ７ 、 下 部 カ バ ー ８ 、 サ イ ド
カ バ ー １ ０ 、 フ ー ト レ ス ト １ １ 、 お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ は 、 車 両 カ バ ー と し て 図 １ の
自 動 二 輪 車 全 体 を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 車 体 左 側 面 の 下 部 カ バ ー ８ の 内 側 か ら 後 方 に は 、 図 示 し な い ス イ ン グ ア ー ム が 延
び て お り 、 こ の ス イ ン グ ア ー ム に 後 輪 １ ４ が 軸 支 さ れ て い る 。 ま た 、 図 示 し な い ス イ ン グ
ア ー ム に は エ ン ジ ン ユ ニ ッ ト １ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 図 １ に 示 す 自 動 二 輪 車
の エ ン ジ ン は ユ ニ ッ ト ス イ ン グ 式 と な っ て お り 、 車 両 の 走 行 中 は 、 エ ン ジ ン ユ ニ ッ ト １ ３
と 後 輪 １ ４ が 一 体 的 に 上 下 に 揺 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 左 側 面 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ
う に 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 上 部 に は 孔 部 １ ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ こ か ら ラ イ ト ２ が 膨 出
し て い る 。 ま た 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 下 部 に は 側 面 視 略 三 角 形 状 の 車 幅 方 向 外 側 前 方 に 向
い た 外 側 斜 面 部 １ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 外 側 斜 面 部 １ ｂ の 前 端 に は 上 下 方 向 に 延 び る 稜 線
１ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 一 方 、 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 前 部 に も 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 外 側 斜 面 部
１ ２ ａ の 上 部 が フ ロ ン ト カ バ ー １ の 外 側 斜 面 部 １ ｂ の 下 部 の 後 方 に 重 な っ て い る 。 こ こ で
、 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ の 前 端 に は 上 下 方 向 に 延 び る 稜 線 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 稜 線 １ ｃ
と 稜 線 １ ２ ｂ と が １ 本 の 線 と な る よ う に 外 側 斜 面 部 １ ｂ と 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ と が 重 な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 正 面 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う
に 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 中 央 に は イ ン ナ ー カ バ ー ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は
、 イ ン ナ ー カ バ ー ２ ０ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 下 部 に 設 け ら れ た ボ ル ト 孔 １ ｄ 付 近 で フ ロ
ン ト カ バ ー １ お よ び イ ン ナ ー パ ネ ル ６ に よ っ て 狭 持 さ れ る （ 後 述 ） と と も に 、 フ ロ ン ト カ
バ ー １ の 上 部 に 設 け ら れ た ボ ル ト 孔 １ ｅ に ボ ル ト 止 め 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ボ ル ト 孔 １ ｄ お よ び ボ ル ト 孔 １ ｅ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 稜 線 １ ｃ を 挟 ん で 外 側 斜 面 部
１ ｂ の 反 対 側 の 車 幅 方 向 内 側 前 方 に 向 い た 内 側 斜 面 部 １ ｆ に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 側
斜 面 部 １ ｆ の 下 部 の 後 方 （ 図 中 奥 方 向 ） に は 、 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ が
重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 境 界 付 近 に お い て は 、 車 幅
方 向 外 側 前 方 に 向 い た 外 側 斜 面 部 １ ｂ お よ び 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ が 重 な っ て い る と と も に 、
車 幅 方 向 内 側 前 方 に 向 い た 内 側 斜 面 部 １ ｆ お よ び 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ が 重 な っ て い る 。 こ の
と き 、 外 側 斜 面 部 １ ｂ お よ び 内 側 斜 面 部 １ ｆ の 間 に 形 成 さ れ る 稜 線 １ ｃ と 外 側 斜 面 部 １ ２
ａ お よ び 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ の 間 に 形 成 さ れ る 稜 線 １ ２ ｂ と が 一 致 し て 、 １ 本 の 線 を 形 成 す
る よ う に フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ が 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の 外 側 斜 面 部 １ ｂ 、 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ 、 内 側 斜 面 部 １ ｆ 、 お よ び 内 側 斜 面 部 １ ２
ｃ は 、 車 幅 方 向 両 端 に 線 対 称 に 形 成 さ れ て お り 、 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 両 側 の 内 側 斜 面 部
１ ２ ｃ の 間 に は 、 後 方 に 向 か っ て 湾 曲 す る 湾 曲 部 １ ２ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 湾 曲
部 １ ２ ｄ の 上 端 は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ２ ０ に 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ は 、 後 述 す る よ う に 、 ボ ル ト 孔 １ ｄ を 前 方 か ら 後 方 へ 貫 通 す る
ボ ル ト に よ っ て 、 イ ン ナ ー パ ネ ル ６ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ の 上
部 が 内 側 斜 面 部 １ ｆ の 下 部 に よ っ て 後 方 へ 押 圧 さ れ 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー
１ ２ と の 前 後 方 向 の 位 置 が 固 定 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー
１ ２ と が 重 な る 方 向 （ 以 下 、 「 重 ね 方 向 」 と い う ） へ 貫 通 す る ボ ル ト に よ っ て 、 フ ロ ン ト
カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ と の 重 ね 方 向 の 位 置 が 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 内 側
斜 面 部 １ ｆ と 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ の 重 な っ た 部 分 や 外 側 斜 面 部 １ ｂ と 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ の 重
な っ た 部 分 に 前 後 方 向 の 隙 間 が 生 じ る こ と が な い 。 ま た 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ
バ ー １ ２ と が 重 な っ て い る た め 、 こ れ ら の 車 両 カ バ ー 成 型 時 に 寸 法 の 誤 差 が 生 じ た と し て
も 、 こ の 誤 差 を 重 な っ た 部 分 で 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 取 り 付
け に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 ３ 中 右 側 の フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２
の 境 界 付 近 を 示 す 拡 大 図 で あ り 、 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 そ れ ぞ れ 図 ４ 中 の Ｉ － Ｉ ～ IV－
IV線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ 中 の Ｉ － Ｉ 線 断 面 図 を 図 ５ （ ａ ） に 示 す 。 同 図 に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 左 が 車 両
前 方 で あ り 、 右 が 車 両 後 方 で あ る 。 し た が っ て 、 図 ５ （ ａ ） に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 左
右 方 向 が フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 ね 方 向 と な る 。 同 図 に 示 す よ う に 、
Ｉ － Ｉ 線 部 分 に お い て は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の 稜 線 １ ｃ の 下 端 に 突 設 さ れ た 係 止 爪 １ ｇ が
ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 稜 線 １ ２ ｂ に 設 け ら れ た 凹 部 １ ２ ｅ に 係 止 さ れ 、 図 中 矢 印 方 向 （ 上
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下 方 向 ） の 力 が か か る 。 こ れ に よ り 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 互 い の 上
下 方 向 の 位 置 が 固 定 さ れ 、 例 え ば フ ロ ン ト カ バ ー １ を 上 方 に 引 っ 張 る 力 が か か っ た と し て
も 、 こ の 力 を 係 止 爪 １ ｇ が 受 け て フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 な り 部 分 が
な く な る こ と は な く 、 上 下 方 向 の 隙 間 が 形 成 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ 中 の II－ II線 断 面 図 を 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 。 同 図 に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 上 が 車 両
前 方 で あ り 、 下 が 車 両 後 方 で あ る 。 し た が っ て 、 図 ５ （ ｂ ） に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 上
下 方 向 が フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 ね 方 向 と な る 。 同 図 に 示 す よ う に 、
II－ II線 部 分 に お い て は 、 外 側 斜 面 部 １ ｂ の 車 幅 方 向 最 外 端 に 突 設 さ れ た 係 止 爪 １ ｈ が 外
側 斜 面 部 １ ２ ａ の 所 定 の 位 置 に 形 成 さ れ た 係 止 孔 １ ２ ｆ に 係 止 さ れ 、 図 中 矢 印 方 向 （ 車 幅
方 向 内 方 か ら 車 幅 方 向 外 方 ） の 力 が か か る 。 こ れ に よ り 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ が ア ン ダ ー カ
バ ー １ ２ に 対 し て 車 幅 方 向 外 方 へ ず れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ 中 の III－ III線 断 面 図 を 図 ５ （ ｃ ） に 示 す 。 同 図 に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 左 斜 め
下 が 車 両 前 方 で あ り 、 右 斜 め 上 が 車 両 後 方 で あ る 。 し た が っ て 、 図 ５ （ ｃ ） に お い て は 、
紙 面 向 か っ て 左 下 か ら 右 上 の 方 向 が フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 ね 方 向 と
な る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 III－ III線 部 分 に お い て は 、 外 側 斜 面 部 １ ｂ の 略 中 央 に 後 方 へ
向 か っ て 突 出 す る 係 止 突 起 １ ｉ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 係 止 突 起 １ ｉ が 外 側 斜 面 部 １ ２ ａ
の 係 止 孔 １ ２ ｇ に 挿 入 さ れ て い る 。 係 止 突 起 １ ｉ の 長 さ は 、 係 止 孔 １ ２ ｇ に 挿 入 さ れ た 際
、 フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 後 方 に 張 り 合 わ さ れ て い る イ ン ナ ー パ ネ
ル ６ に 到 達 し な い 程 度 で あ る 。 ま た 、 係 止 突 起 １ ｉ は 、 係 止 孔 １ ２ ｇ に 挿 入 さ れ た 際 、 係
止 孔 １ ２ ｇ の 車 幅 方 向 内 側 の 縁 部 に 当 接 す る 位 置 に 突 出 し て お り 、 図 中 矢 印 方 向 （ 車 幅 方
向 外 方 か ら 車 幅 方 向 内 方 ） の 力 が か か る 。 こ れ に よ り 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ が ア ン ダ ー カ バ
ー １ ２ に 対 し て 車 幅 方 向 内 方 へ ず れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 し た 係 止 爪 １ ｈ と 図 ５ （ ｃ ） に 示 し た 係 止 突 起 １ ｉ と が そ
れ ぞ れ 車 幅 方 向 外 方 お よ び 車 幅 方 向 内 方 へ の 力 を 受 け て フ ロ ン ト カ バ ー １ の ず れ を 防 止 し
、 ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ に 対 す る フ ロ ン ト カ バ ー １ の 車 幅 方 向 の 位 置 を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ に 形 成 さ れ た 係 止 爪 １ ｇ 、 係 止 爪 １ ｈ 、 お よ び 係 止 突 起 １ ｉ
の ３ つ の 突 起 が そ れ ぞ れ ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 凹 部 １ ２ ｅ 、 係 止 孔 １ ２ ｆ 、 お よ び 係 止 孔
１ ２ ｇ の ３ つ の 被 係 止 部 に 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 ３ つ の 突 起 が 重 ね 方 向 に 垂 直 な 上 下 方
向 お よ び 車 幅 方 向 の 力 を 受 け る こ と に な る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ
ー １ ２ と の 互 い の 位 置 が 上 下 方 向 お よ び 車 幅 方 向 に ず れ る こ と が な く 、 両 カ バ ー の 境 界 に
隙 間 が 形 成 さ れ る こ と を 防 止 し て い る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ロ ン ト カ バ ー
１ に ３ つ の 突 起 が 形 成 さ れ る も の と し た が 、 こ れ ら の 突 起 が ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ に 形 成 さ
れ 、 突 起 を 係 止 さ せ る 被 係 止 部 が フ ロ ン ト カ バ ー １ に 形 成 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 ま た
、 一 部 の 突 起 が フ ロ ン ト カ バ ー １ に 形 成 さ れ 、 残 り の 突 起 は ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ に 形 成 さ
れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ 中 の IV－ IV線 断 面 図 を 図 ５ （ ｄ ） に 示 す 。 同 図 に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 左 が 車 両
前 方 で あ り 、 右 が 車 両 後 方 で あ る 。 し た が っ て 、 図 ５ （ ｄ ） に お い て は 、 紙 面 向 か っ て 左
右 方 向 が フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 ね 方 向 と な る 。 同 図 に 示 す よ う に 、
IV－ IV線 部 分 に お い て は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ の ボ ル ト 孔 １ ｄ を フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア
ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 重 ね 方 向 に 貫 通 す る ボ ル ト ３ ０ が イ ン ナ ー パ ネ ル ６ の ボ ス 部 ６ ａ に 締
着 さ れ て い る 。 ま た 、 ボ ル ト 孔 １ ｄ の 周 囲 に は 後 方 に 窪 ん だ 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の
凹 部 と イ ン ナ ー パ ネ ル ６ の ボ ス 部 ６ ａ と に よ っ て イ ン ナ ー カ バ ー ２ ０ に 設 け ら れ た 貫 通 孔
の 周 縁 部 ２ ０ ａ が 狭 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ボ ル ト ３ ０ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ を 後 方 の イ ン ナ ー パ ネ ル ６ に 締 着 す る こ と に よ り 、 フ
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ロ ン ト カ バ ー １ の 前 後 方 向 （ 重 ね 方 向 ） の 位 置 を 固 定 し て い る 。 そ し て 、 内 側 斜 面 部 １ ｆ
の 下 端 が ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ の 上 端 に 圧 接 す る こ と に な る た め 、 フ ロ
ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 互 い の 前 後 方 向 （ 重 ね 方 向 ） の 位 置 も 固 定 さ れ 、 前
後 方 向 （ 重 ね 方 向 ） の 隙 間 が 形 成 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ と は 、 上 下 方 向 、 車 幅 方 向 、 お よ
び 前 後 方 向 （ 重 ね 方 向 ） の ３ 方 向 の 互 い の 位 置 が 固 定 さ れ る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト カ バ ー
１ と ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 境 界 部 分 に は 、 必 ず 外 側 斜 面 部 １ ｂ お よ び 内 側 斜 面 部 １ ｆ と 外
側 斜 面 部 １ ２ ａ お よ び 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ と の 重 な り 部 分 が 生 じ 、 隙 間 が 形 成 さ れ る こ と が
な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ４ 中 の IV－ IV線 部 分 に お い て は 、 ボ ル ト ３ ０ が 締 着 さ れ る が 、 フ ロ ン ト カ バ ー
１ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 稜 線 １ ｃ お よ び 稜 線 １ ２ ｂ を 有 す る 形 状 を し て
い る た め 、 こ れ ら の 稜 線 １ ｃ お よ び 稜 線 １ ２ ｂ よ り も 車 幅 方 向 内 方 に 位 置 す る ボ ル ト ３ ０
が 車 両 の 側 方 か ら 視 認 さ れ る こ と は な く 、 外 観 の 劣 化 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 側 斜 面 部 １ ｆ 、 内 側 斜 面 部 １ ２ ｃ 、 お よ び 湾 曲 部 １ ２ ｄ
の 車 幅 方 向 両 端 が 前 方 へ 向 か っ て い る た め 、 湾 曲 部 １ ２ ｄ の 前 方 に 位 置 す る 前 輪 ５ に よ っ
て 跳 ね 上 げ ら れ た 泥 や 水 が フ ロ ン ト カ バ ー １ お よ び ア ン ダ ー カ バ ー １ ２ の 後 方 へ 飛 散 す る
こ と を 確 実 に 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 そ れ ぞ れ 稜 線 を 有 す る フ ロ ン ト カ バ ー と ア ン ダ
ー カ バ ー の 端 部 を 稜 線 が 一 致 す る よ う に 重 ね 、 稜 線 よ り も 車 幅 方 向 内 方 で フ ロ ン ト カ バ ー
を 重 ね 方 向 に ボ ル ト 止 め 固 定 す る た め 、 フ ロ ン ト カ バ ー と ア ン ダ ー カ バ ー の 境 界 に 隙 間 が
形 成 さ れ る こ と が な く 、 ま た 、 稜 線 に よ っ て ボ ル ト が 視 認 さ れ る こ と が な い 。 換 言 す れ ば
、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境 界 に お け る 隙 間 の 形 成 を 防 止 し 、 外 観 を 向 上 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １ の カ バ ー
部 材 と 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 し 、 こ の 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る
よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ の カ バ ー 部 材 と 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と
が 重 な っ た 部 分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 の 重 ね 方 向 に 止 着 す る 止
着 部 材 と 、 を 有 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 に 形 成 さ れ た 稜 線 が 重 な る よ う に 配 置 し 、 カ バ ー
部 材 を 重 ね た 方 向 に 止 着 す る た め 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 が 重 な る こ と に よ っ て 隙 間 が 生 じ な
い と と も に 、 重 ね 方 向 に も 隙 間 が 生 じ ず 、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境 界 に お け
る 隙 間 の 形 成 を 防 止 し 、 外 観 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 上 記 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ の カ バ ー
部 材 は 、 車 幅 方 向 に 対 し て 垂 直 な 稜 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、 車 幅 方 向 に 対 し
て 垂 直 な 稜 線 を 有 し 、 こ の 稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、
前 記 止 着 部 材 は 、 前 記 稜 線 よ り 車 幅 方 向 内 方 で 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー
部 材 と を 止 着 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 車 幅 方 向 に 対 し て 垂 直 な 稜 線 よ り も 内 側 で ２ つ の カ バ ー 部 材 を 止 着
す る た め 、 例 え ば ボ ル ト な ど の 止 着 部 材 が 車 両 の 側 方 か ら 視 認 さ れ ず 、 さ ら に 外 観 を 向 上
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 上 記 第 ２ の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ の カ バ ー
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部 材 は 、 上 下 方 向 に 延 び る ２ 本 の 稜 線 を 車 幅 方 向 両 端 に 有 し 、 前 記 ２ 本 の 稜 線 が 自 動 二 輪
車 の 前 輪 後 部 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の
下 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の ２ 本 の 稜 線 に 重 な る ２ 本 の 稜 線 の 間 に 前 記 前 輪
後 部 を 覆 っ て 後 方 へ 湾 曲 す る 湾 曲 部 が 形 成 さ れ る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 車 幅 方 向 両 端 の 稜 線 に 前 輪 後 部 が 挟 ま れ 、 か つ 、 前 輪 後 部 を 覆 う よ
う に 湾 曲 部 が 形 成 さ れ る た め 、 自 動 二 輪 車 の 走 行 中 に 前 輪 に よ っ て 跳 ね 上 げ ら れ る 泥 や 水
が 湾 曲 部 に 沿 っ て 前 方 へ 向 か い 、 後 方 へ 飛 散 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 上 記 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ の カ バ ー
部 材 は 、 前 記 重 ね 方 向 に 突 出 す る 突 起 部 を 含 み 、 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 は 、 前 記 突 起 部 を
前 記 重 ね 方 向 と は 異 な る 方 向 に 係 止 さ せ る 被 係 止 部 を 含 む 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 突 起 部 が 重 ね 方 向 と は 異 な る 方 向 に 係 止 さ れ る た め 、 ２ つ の カ バ ー
部 材 の 互 い の 位 置 が 重 ね 方 向 以 外 の 方 向 に も ず れ る こ と が な く 、 確 実 に 隙 間 の 形 成 を 防 止
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 に 係 る 自 動 二 輪 車 は 、 上 記 第 ４ の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ の カ バ ー
部 材 は 、 前 記 重 ね 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 突 起 部 を 含 み 、 前 記 被 係 止 部 は 、 前 記 複 数 の 突 起
部 の う ち ２ つ の 突 起 部 を 互 い に 異 な る 方 向 に 係 止 さ せ る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 複 数 の 突 起 部 の う ち ２ つ の 突 起 部 が 互 い に 異 な る 方 向 に 係 止 さ れ る
た め 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 の 互 い の 位 置 が 重 ね 方 向 以 外 の い ず れ の 方 向 に も ず れ る こ と が な
く 、 さ ら に 確 実 に 隙 間 の 形 成 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 に 係 る 車 両 カ バ ー 取 付 方 法 は 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 １
の カ バ ー 部 材 を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 カ バ ー 面 の 一 部 に 稜 線 を 有 す る 第 ２ の カ バ ー 部 材 を
稜 線 が 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 の 稜 線 と 重 な る よ う に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ の カ バ
ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 材 と が 重 な っ た 部 分 を 前 記 第 １ の カ バ ー 部 材 と 前 記 第 ２ の カ
バ ー 部 材 の 重 ね 方 向 に 止 着 す る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 に 形 成 さ れ た 稜 線 が 重 な る よ う に 配 置 し 、 カ バ ー
部 材 を 重 ね た 方 向 に 止 着 す る た め 、 ２ つ の カ バ ー 部 材 が 重 な る こ と に よ っ て 隙 間 が 生 じ な
い と と も に 、 重 ね 方 向 に も 隙 間 が 生 じ ず 、 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ る 車 両 カ バ ー の 境 界 に お け
る 隙 間 の 形 成 を 防 止 し 、 外 観 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 自 動 二 輪 車 の 側 面 図
【 図 ２ 】 一 実 施 の 形 態 に 係 る フ ロ ン ト カ バ ー お よ び ア ン ダ ー カ バ ー の 側 面 図
【 図 ３ 】 一 実 施 の 形 態 に 係 る フ ロ ン ト カ バ ー お よ び ア ン ダ ー カ バ ー の 正 面 図
【 図 ４ 】 一 実 施 の 形 態 に 係 る フ ロ ン ト カ バ ー お よ び ア ン ダ ー カ バ ー の 境 界 付 近 の 拡 大 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） 図 ４ 中 の Ｉ － Ｉ 線 断 面 図 （ ｂ ） 図 ４ 中 の II－ II線 断 面 図 （ ｃ ） 図 ４ 中 の II
I-III線 断 面 図 （ ｄ ） 図 ４ 中 の IV－ IV線 断 面 図
【 図 ６ 】 一 実 施 の 形 態 に 係 る フ ロ ン ト カ バ ー お よ び ア ン ダ ー カ バ ー の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 フ ロ ン ト カ バ ー （ 第 １ の カ バ ー 部 材 ）
　 １ ａ 　 孔 部
　 １ ｂ 　 外 側 斜 面 部
　 １ ｃ 　 稜 線
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　 １ ｄ 、 １ ｅ 　 ボ ル ト 孔
　 １ ｆ 　 内 側 斜 面 部
　 １ ｇ 、 １ ｈ 　 係 止 爪
　 １ ｉ 　 係 止 突 起
　 ２ 　 ラ イ ト
　 ６ 　 イ ン ナ ー パ ネ ル
　 ６ ａ 　 ボ ス 部
　 １ ２ 　 ア ン ダ ー カ バ ー （ 第 ２ の カ バ ー 部 材 ）
　 １ ２ ａ 　 外 側 斜 面 部
　 １ ２ ｂ 　 稜 線
　 １ ２ ｃ 　 内 側 斜 面 部
　 １ ２ ｄ 　 湾 曲 部
　 １ ２ ｅ 　 凹 部
　 １ ２ ｆ 、 １ ２ ｇ 　 係 止 孔
　 ２ ０ 　 イ ン ナ ー カ バ ー
　 ２ ０ ａ 　 周 縁 部
　 ３ ０ 　 ボ ル ト （ 止 着 部 材 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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